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A Sketch of Derivation by Phase
Hideshi Sato
　Chomsky（1995；MP）によって初期体系化が
なされたミニマリスト・プログラムはChoms・
ky（2000；MI）、　Chomsky（2001；dbP）を経て
さらに詳細な議論が展開され、次第にその全容
が明らかになりつつある1。今後の理論的展開を
予見する上で、MP以降の理論的道筋を辿り、道
標を刻することが極めて重要である。本稿は
dbPの概要をMIとの違いを浮き彫りにしつつ整
理することで今後の研究に資するものである。
1．強い極小主義的命題
　人間は精神・脳の一部門として、ヒト遺伝子
の一表現形であり、種に均一的な生得的言語能
力（機能）FLを持つ。　FLは他の器官と同様に、
初期状態S。から環境の影響を受けて（1－）言語L
の状態に変化する。これらS。とLを特徴付ける
ことが生成文法理論の仕事である。原理とパラ
メータの枠組みでは、普遍文法（UG）の原理と
特定のパラメータの相互作用により言語Lが
固定される。言語Lは情報（音、意味、構造等）
を貯蔵する認知体系であり、FLに外在的な聴
覚運動・意味運用体系がそれぞれPF・LFイソ
ターフェイスにおいてLにアクセスして、Lの
演算体系（computational　system）によって生
成された表現からの指令（instructions）を受け
取る。FLから与えられる指令はこれらの外在
的体系から見て判読可能でなければならない。
即ちイソターフェイスにおいて収束し、外的体
系への指令を与えるのに必要十分な要素（解釈
可能素性）から構成されなければならない。ミ
ニマリスト・プログラムは「判読可能性条件を
最善の方法で満たす装置を構築する」ことを目
標とする接近法であり、（1）を基本的テーゼとし
て掲げる。
（1）強い極小主義的命題（SMT）
　言語は判読可能性条件への最善の解である。
　SMTは判読可能性条件から逸脱する「不完
全性」を一切認めない。従って、②の基本的概
念が導かれる。
②a．イソターフェイスレベル以外のレベル
　　　は存在しない。
　　b．内包性条件が演算途中での新要素（素
　　　性、指標、痕跡等）の導入を禁じる。
　　c．演算に関与する構造関係は最小句構造
　　　理論、却ち必要不可欠な操作Mergeによ
　　　り形成される関係のみである。即ち、姉
　　　妹関係と直接包含関係、さらにそれらか
　　　ら派生される包含、同定、c・統御関係であ
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　る。
d．Merge以外の操作は全て解釈不可能素
　性の除去により動機付けられなければな
　らない。
2．φ完全性
　MIは解釈不可能素性を除去する演算操作と
してAgreeを仮定している。　Agree（α，β）は解
釈不可能素性によって活性化されたα（probe）
とβ（goa1）に発動される操作で、　probeはその
領域内でそれと適合（match）するgoalを探i査
して一一一致を確立し、解釈不可能素性を削除する。
例えば次の例ではprobe　Tのφ素性（probe
を活性化）がgoal／blznのφ素性と適合するこ
とで削除され、同時にノblznの格素性（goalを活
性化）が削除される。
（3）
　　　　Agree
［Tp　T（probe）［vp　John（goaD　read　the　book］］
樹　　　　［φ｝
　　　　　　　圖
Agreeには介在性効果（lntervention　Effect）
が関与し、αと適合するβがAgree（α，γ）を排
除する（〉はc一統御関係を示す）。なおβが不活
性である場合を、不完全介在性効果（Defective
Intervention　Effect）と呼ぶ。
（4）
　　　　　Match
　　P・・b幽1（γ）
　　　　　　＊Agree
Agreeのメカニズムがどのように機能してい
るかを見るために、上昇構文（5）とECM構文（6）
を例に取ろう。
（5）a．There　are　likely　to　be　awarded　several
　　　prizes．
　　b．Several　prizes　are　Iikely　to　be　award・
　　　ed．
（6）a．We　expect　there　to　be　awarded　sev・
　　　eral　prizes．
　　b．We　expect　several　prizes　to　be　award・
　　　ed．
（5）一（6）は不定詞節内名詞句（goa1）が主節T、
v（probe）とそれぞれ一致するという特性を持
つ。虚辞Exp1を含む（5　a）（6　a）ではExp1（素性
［person］を持つ）のMergeによりTのEPP素
性とφ素性が削除され（7a）、さらに主節probe
のEPP素性はExp1の上昇により、φ素性は
DP（格素性がこの時削除）との適合でそれぞれ
削除されAgreeが完了する（7　b）。
（7）a．［＿P＿［Tp　Exp1　T［vp＿DP＿］］］
　　　　［EPP］　　　　　｛1∋PP｝　　　［φ］
　　　　［φ］　　　｛滑　［Case］
　　b．［＿Expl　P＿［Tp　tExpl　T［vp＿DP＿］］］
　　　　　　｛EPP｝　脚P｝　［φ］
　　　　　　歴｝　　研　　　｛easei｝
Exp1を含まない（5　b）（6　b）ではTのEPP素性
とφ素性がDPの上昇により削除されるが、不
定詞節は不完全T（Td。t）を主要部とするため、
DPの格素性は削除されず不活性にはならない
（8a）。従ってDPは主節probeとAgreeを引
き起こし、probeのφ素性とDPの格素性が削
除され、DPの上昇によりprobeのEPP素性が
削除される（8b）。
（8）a．［＿P＿［Tp　DP　T［vp＿tDP＿］］］
　　　　［EPP］　　［φ］モモ珊
　　　　［φ］［Case］モφ子
　　b，［＿DP　P＿［Tp　tDp　T［vp＿tDp＿］］］
　　　　　［φ］｛葺P丹　Eem
　　　　｛ease｝｛壷｝　　団
　以上がMIでの分析であるが、　Agree（Td。f，
DP）がDPの格素性を削除しない点に原理的な
説明がなされていない。dbPではφ完全性とい
う概念を導入することでこの問題の解決を模索
している。φ完全性とはある要素がφ素性の完
全な集合体であることを言い、適合が成立する
ためには適合する素性間に完全な素性値の継承
が必要とされる。従ってTd。tがφ不完全である
ならば、格素性が削除されないことになる。dbP
ではφ完全性に依拠して完全T（T，。mp）とTd。t
を原理的に区別する具体的方策として以下の二
つの案を提示している。
（9）T 。fは［person］以外のφ素性を持たない。
㈲Cはφ完全だが、Tは必要なときだけφ
　完全である。
　（9）はMIでの説明を踏襲したもので、これを
仮定すれば［person］の適合がTd。fのφ素性
（とEPP素性）を削除するが、［person］以外の
φ を持たないからこそφ不完全であり、
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DPの格素性は削除されない。この提案の利点
として、EPP素性を［person］によって削除させ
ることで範疇素性を破棄することが可能とな
る。
　㈹はCとVの選択特性（C・T。。mp、　V・Td。f）を
原理的に導くことを含意している。Cにはφ完
全性が要求されるため、T，。mp（φ完全）を選択
してそれとの適合でφ素性を継承しなければ
ならない。それ以外の場合、即ちVによって選
択されるときはTがφ不完全でも構わないこ
とになる。この分析の利点として、EPP素性の
有無をφ完全性に還元することが可能となる。
φ完全性がEPPを動機付けると仮定するなら
ば、CとT。。mpはEPP素性を許すが、　Td。fは
EPP素性を許さないことになり、（8）はそもそも
EPP素性の欠如により、　DPの上昇が「一足飛
び」で行われるとの分析が可能になる。またこ
の分析が正しければ、C－T，。mp、　v＊－V，。mp（v＊は
完全な項構造を伴う軽動詞）の並行的選択関係
はφ完全性を引き継ぐための適合の具現であ
り、T，。mpに加えてCとv＊にもEPP素性が許
されるという類型論が成立する。
3．循環性とフェイズ
　FLは素性Fを指定することで個別言語L
を固定する。LとはFをイソターフ＝イスにお
ける表現｛PF，　LF｝の集合に写像する派生的手
順である。LはFから派生に参画する素性［FL］
を一度だけ選択し、それを集積して語彙目録
LEXに入る語彙項目LIを組立てて演算に使
用する。LはLEXから1exical　array　LA（LI
の集積；MPで言うnumeration）を一度だけ選
択する。即ち、一度LAが選択されたら、　Lは二
度とLEXにはアクセスしない。また派生は
phaseごとに進む。　LはLAからsubarray　LAi
を取り出して「活性記憶」の中に置き、それを
使い切ったら再びLAからsubarray　LA2を取
り出して独立した派生が進む。それぞれphase1
とphase2を形成する。phaseはpropositional、
即ちvPとCPであり、　TPあるいはvpは
phaseではない。派生の循環性に関しては厳密
循環性がphaseレベルで働く。またMPとは異
なり単一サイクルの仮説を採用する。音韻論的
サイクルは統語論的サイクルと平行して進むた
め、統語的演算によって削除された解釈不可能
な素性はphaseレベルでSpel1・Outの段階まで
残り、この時点でそのphase全体が音韻部門に
手渡される。
　以上がMIの枠組みであるが、　dbPではCP／
v率PとvPの差異を認め、前者を強いphase
（EPP素性を持つことが可能）、後者を弱い
phaseと呼ぶ。この概念の導入によりMIで提
案されたフェイズ不可侵条件（Phase－
Impenetrability　Condition）（11）を（12）から導くこ
とを提案している。
（11）phase　HPにおけるHの領域はHPの外
　側の操作にはアクセス可能ではないが、Hと
　その周縁部（edge）aのみがアクセス可能で
　ある。
　　［zp　Z．．．［HPα［HYP］］］
㈲PH1の解釈・評価はPH2でなされる。
　（PH1、　PH2ともに強いphase）
（11）において、YPはPH，（HP）レベルでSpell・
Outされて、すでに音韻部門に送られているた
めPH2（ZP）での派生に見えないが、　Hとαは
PH2（ZP）レベルではじめてSpe11・Outされて
音韻部門に送られるためPH2（ZP）レベルの派
生に見える。またサイクルの統合によって、転
位に基づく意味解釈の効果は音韻部門と狭い統
語で次のように区別される。
（13）表層の意味的効果は狭い統語に限定され
　る。
4．最大適合
　MP以降、演算の複雑性の削減が課題とされ
てきたが、単一サイクルの仮説の下でovert／
covertの区別が破棄されたMIの枠組みでは、
Procrastinateがその動機付けを失い破棄され
る。従って演算の効率性の配慮から、演算の早
期遂行を仮定するearliness　principleが再浮上
してくる。dbPではこれを最大適合（14）として再
解釈する。
（14）適合効果を最大限にせよ。
　　上昇構文（15）とECM構文㈲を考察してみよ
　う。
（15）a．［C［Tbe　likely［EXPL　to・arrive　a
　　　man］］］
　　b．there　is　likely　to　arrive　a　man
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（16）　a．［C［we［v・p　v＊・expect［EXPL　to・arrive’
　　　aman3］］］
　　b．we　expect　there　to　arrive　a　man
㈲において、EXPLが持つ解釈不可能素性［per－
son］は埋め込み節内で削除されているものの
主節probeには依然見えており、従ってSpec・
Tに上昇してTのEPP素性を削除する。しか
しEXPLはφ不完全なのでTのφ集合は削
除されずに残り、manとのAgreeで削除され
る。㈲においてもEXPLがφ不完全なので、　v＊
のφ集合はAgree（v＊，〃zan）によって削除さ
れる。ここでEXPLの存在がAgree（T，　man）、
Agree（v＊，　man）を介在性効果で妨げない点が
重要である。ここに観察されるEXPLの非介在
性は、㈹についてはMIで議論されているよう
に原理（17）に還元できるが、⑯についてはv＊が
EPP素性を欠くという仮定の下では、　EXPLの
移動がないので説明できない。
（1のA一連鎖の主要部のみがMLCに基づき適合
　を阻止する。
この問題は最大化原理（14）veより克服できる。（14｝
は、部分的な適合が最大限の適合を阻止しない
ことを含意する。
（18）　　　probe
　　［person］
　　［number］
　　［gender］
EXPL
［persor1］
｛［顛｝5扉｝工
：［喜e典der］、
　man
［person］
［number］
［gender］
即ち、probeはEXPLの［person］と部分的にめ
み適合するため、最大限の適合を満たすぺく
EXPLを迂回して遠距離にあるlnanと適合を
確立して、素性を最大限削除する。
　次の分詞受動態構文でも同様の説明が成り立?
1：膿t｝［・　EXPLt・have　been［・aught・everal　fi・h］］］
⑲ではprobe（T，　v）がEXPLの［person］を削
除して、廊乃に主格（あるいは対格）を与えるの
に加えて、分詞（PRT）が」傭乃と一致する。PRT
は形容詞的であり、そのφ集合に［person］が含
まれないと仮定する。PRTと禽乃（φ完全）の
それぞれのφ集合同士が適合し、PRTのφ素
性（数と性）が削除されるが、格素性は両者と
も与えあうことができないので削除されない
⑳。
⑳　　　T／v　　　EXPL　　　PRT　　　　廊13
　　［Person］　　モPerson｝　　i［か負r50｝1］！　　［person］
　　［number］　；〔P購｛b奪r］iモ盤庸｝　［number］
　　［gender］　　！［9ende司；　｛鰍｝　　［gender］
　　　　　　　　　　　　［case］　［case］
Spell・Outが強いphaseレベルで適用されるた
め、α内で削除されたPRTのφ素性はβでも
依然見える。従ってprobe　T／vがEXPL
（［number］［gender］が欠如）を迂回してgoal
PRTと適合、その格素性を削除する⑳。
㈲　　　T／v　　　EXPL　　　PRT　　　　．fish
　　［person］　　｛蜘｝　　i［pξ廼son］1　　［person］
　　［number］緬司硬r］：｛繍｝［number］
　　［gender］　　1［ぎξ勇ξ嘩τ］i　モge細｝　　［gender］
　　　　　　　　　　　　脚｝　［case］
さらにprobe　T／vがEXPLとPRT（［person］
が欠如）を迂回してgoa1卿1zと適合、それ自体
のφ素性と共vc　fiShの格素性を削除する㈲。
⑫2） 　T／v　　　EXPL　　　PRT　　　　廊1z
モpe価｝　　｛飾｝　　1［］ii蛋66道］；　　［person］
価rnber｝匝面噂工｛蜘［number］
｛飾｝　　　i［繭n亘re夏］1　　｛i鯛ef｝　　　［gender］
　　　　　　　　　　撫｝　｛iease｝
この説明には強いphaseが特別な役割を果た
しており、派生におけるphaseの存在と、原理
㈲の経験的証拠となる。
5．音韻素性の統語効果
　ここで英語のthere構文に関して問題が生じ
る。英語の構文㈱において、EXPLの［person］
素性は削除されても強いphaseレベルでの演
算に見えるので、上昇してTのEPP素性を満
たし、なおかっAgree（T，　DO）を妨げるよう
な介在性効果を持たない（23b）。しかし（23c）
ではDOのMoveが妨げられているという矛
盾がある。
㈲　a．［C［Tbe　expected［EXPL　to－arrive
　　　［。。aman］］］］
　　b．there　is　expected　to　arrive　a　man
　　c。＊aman　is　expected　there　to　arrive
dbPでは、この現象を英語に特有な話題化・摘
出規則（TH／EX）の適用と、痕跡の持つ統語効
果伽）から説明する。
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⑳　（i）TH／EXは音韻部門の操作である。
　　（ii）痕跡はMoveにはアクセス不可能で
　　　あるが、いくつかの他の操作にはアクセ
　　　ス可能である。
　英語には非対格・受動態梅文において［V・
DO］の表層構造㈲を禁じるという特異性があ
り、㈱のDOに義務的TH／EXを適用した㈱の
形式のみが許される。（23b）が許されるのも
THIEX適用の結果である。（なお㈲に相当する
構文は、例えばイタリア語やオラソダ語などの
ような言語では文法的である。）
㈲　＊there　were　placed［Do　several　packages］
　　on　the　table
㈱　a．there　were　［Do　several　packages］
　　　Placed　tDo　on　the　table
　　b．there　were　placed　tDo　on　the　table
　　　［Do　severa1（1arge）pack3ges］
　TH／EXに関して、1）TH／EXには表層の意
味的効果（指定性等）がなく、2）TH／EXが適用
された名詞要素ENにはWh移動が適用でき
ず⑳、3）ENは格フィルターを満たすための
Agree、およびLFでの解釈操作にはアクセス
可能である㈱という特性がある。
㈱　a．＊how　many　packages　did　there　arrive
　　　in　the　mail
　　b．＊how　many　packages　were　there
　　　placed　on　the　table
㈱　a．＊he　thought　there　were　songs　about
　　　John　being　Played　on　the　radio
　　b．they　thought　there　were　songs　about
　　　each　other　being　Played　on　the　radio
　TH／EXの持つこれらの特性は全て⑫4）から導
かれる。即ちTH／EXは音韻部門の操作である
ため、EN（T且／EX出力）はすでに音韻部門に
転送されており、一切の狭い統語操作及びLF
解釈操作にアクセスできない。一方ENの痕跡
（TH／EX出力）はMove以外の操作である
AgreeおよびLF解釈操作にはアクセス可能で
ある。従って（23c）と⑳の移動に関する事実と、
㈱の特性が説明される。
　dbPではさらに一歩進んでtz4）を原理的に導
く方策を検討している。MoveはAgree、　pied・
piping、　Mergeから構成される複合操作である
から、痕跡がMoveにアクセス不可能な理由
を、空範疇がpied－pipingを許さないことに還
元すれば十分である。一方、空範疇の中でも
PRO（pro）はMergeに、　ENの痕跡はAgreeに
アクセス可能である。従って⑳はより厳密には
空範疇一般に当てはまる原理⑳に帰着する。
⑳　（i）TH／EXは音韻部門での操作である。
　　　（英語に特異的な規則）
　　（ii）pied－pipingは音韻的内容を要求する。
　　　（UGの原理）
この帰結は音韻素性と統語論の関係に根本的な
見直しを迫るという点で重要である。従来、音
韻素性は狭い統語的派生には一切関与しないと
仮定されてきたが、ここでは音韻素性の有無が
統語操作の適用可能性を決めている。即ち、音
韻素性を欠く要素がまさにその理由のために一
定の統語的派生に参画できないわけである。
6．目的語推移パラメータ
　MP以来、目的語推移（OS）を許す言語（ア
イスラソド語、スカソジナピア語等）と許さな
い言語（英語、ロマソス語等）のパラメータを
どこに設定するかが課題とされてきた。MIで
はOSの適用自体にパラメータを設定していた
が、dbPではOSが普遍的に適用可能であると
いう接近法で説明を模索している。即ちOS言
語は目的語が最終的にOS位置を空にする
（30a）の派生とOS位置にとどまる派生（30　b）
の両方を許すが、非OS言語は前者の派生のみ
を許すという形式化を求める。
㈹ a．（9uess）what。bj［Johnsubj　T　［vP　t。bj
　　　［tSUb」read　tobj］］］
　　b．Johnsubj　T［vP　that。bj［tsubj　read　t。bj］］
6．1．介在性効果
　第1案はOSパラメータを介在性効果に還元
するという方法である。MIでは介在性効果を
無効にしてOSを許すメカニズムとして等距離
性㈹が仮定されているが、これはdbPの枠組み
では㈱に再定義される。
⑳　Hの最小領域のtermはprobe　Pから等距
　離である。
㈱　HP周縁部のtermはprobe　Pから等距離
　である。
しかし（30a・b）の差異を等距離性に帰着させる
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ことはできない。㈹の派生途中の段階㈹におい
て、両派生共に等距離性とは無関係に、OSが持
つ介在性効果によってAgree（T，ノblzn）が阻止
されてしまうからである。
㈲　a．［＿T＿［vp　what。bj［John，ubj　read　t。b」］］］
　　b．［＿T＿［vP　that。b」［Johnsubj　read　tob」］］］
dbPでは等距離性の概念を破棄し、音韻的周縁
部に言及した爾を提案する。
㈱　HPの音韻的周縁部がprobe　Pにアクセス
　可能である。
即ち㈲の構造において、OSがTとSubjの適合
を妨げるのは、OS位置が音韻的内容を持つと
きに限られる。　　　　　　　　　　　　　　　　∴
〈35）［zp＿T＿［Hp　OS［Subj［H　YP］］］
従って求めるべきパラメータは次の通りである。
㈲OS言語は㈱を無効にするが、非OS言語
　は㈱を厳守する。
この接近法には、SubjのSPEC－Tへの上昇が
OS位置の空所化以前の段階で適用されている
という反循環性の問題があるが、最小連結条件
MLCに対する評価が強いphaseレベルでなさ
れるという原理働を仮定すればこの問題は回避
可能である。
6．2．Holmbergの一般化
　第2案はHolmbergの一般化（HG）に言及す
る方策である。Holmberg自身、　HGの再形式化
（30を提案している。
働　（i）OSは条件（ii）を満たす音韻論的操作
　　　であり、OSの意味解釈（解釈的複合体
　　　INT）によって駆動される。
　　（ii）OSには音韻的隣…接性が関与する。目
　　　的語位置を非対称的にc・統御して、音韻
　　　的に見える範疇をまたいで適用できない。
しかし、OSは音韻論的操作TH／EXとは異な
り一定の意味的特性を持つことから音韻論的操
作であるとは考えられず、またOSが解釈INT
によって駆動されるとの形式化は、聞くことの
できない演算体系が解釈に接近するという問題
を生じさせる。dbPではHGをphaseに立脚し
て㈱のように再形式化する。
㈱㈲結果に効果があるときにのみ、v＊に
　　　EPP素性が与えられる。（UG）
　　（B）v＊のEPP位置にINTが与えられて
　　　いる。（UG）
　　（C）vホPの音韻的境界にあるXPにINT’
　　　が与えられる。（OSパラメータ）
項（インターフェイスではA一連鎖として見え
る）の解釈は主要部位置で派生的に決まる「表
層」の解釈INTとその補集合INT’の和であ
る。後述するようにパラメータ（C）に従うOS
言語では音韻的境界にあるXPにINT’しか与
えられない。従ってEPP位置でINTを得ると
いう効果が随意的にv＊にEPP素性を発生さ
せ、その削除のためにOSが発動される。また
HPの音韻的境界とはHP内部で音韻的要素に
よってc統御されていない位置を指し、㈲の
XPがこれに該当する。
㈲　［Hp　SPEC［H　XP］］→［SPEC．．．　H．．．
　［HP　tSPEC［tH　XP］］］
また原理（A）は次の強いphase、即ちv＊Pを含
むCPで評価されると仮定するので、その時点で
XPが音韻的境界にあるか否かが判断される。
　以上がRGに基づくOSの仕組みであるが、
これがどのように機能するかを具体的に見てみ
よう。非OS言語はパラメータ（C）に従わない。
従ってINT／INT’は目的語（OB）に対して元位
置で自由に与えられる㈲。経済性原理（A）に基
づき、連続循環的A’一移動を生み出すためにの
みv＊がEPP素性を持つことが許され、　OSが
駆動される（41a）。一方（41　b）の派生はEPP素
性の動機付がないため排除される。
　　　　　　　　　　　INT　and　INT’
　　　　　　　　　　　　　　↓
㈲　a．T［vP［John，ub」read　what］］→（41　a）
　　b．T［vP［Johnsubj　read　that］］→（41　b）
　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　INT　and　INT’
　　　　　　EPP　for　A’・movement
　　　　　　　↓
ω　a・T［vP　what。b」［John、ub」read　t。bj］］
　　b・T［vP　that。bj［Johnsubj　read　t。bj］］
　　　　　　　↑
　　　　　　＊EPP
OS言語において、　v＊P内部にあるOBが音韻
的境界にない場合は、非OS言語と同じ結果ω
になる。OBがv＊Pの音韻的境界にある場合、
OBは（C）に基づき元位置でINT’が与えられ
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rフェイズによる派生』素描
る㈲。従ってINT付与の可能性が原理（A）を
発動し、v＊に帯びたEPP素性がOSを駆動し
て（B）に基づく解釈INTを生み出す。
　　　　　　　　　　INT’
　　　　　　　　　　　↓
働　a．John　read［vP　what］→（43　a）
b．John　read［vP　that］→（43　b）
　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　INT’
〈K，HP＞として加えられる。　Kは第1Merge
の位置（項ならばθ位置）で一度きり現れてい
て、循環的派生の途中で、音韻論的原理がその
最上位の発現位置でKをSpe11・Outする。
　　　　EPP　for　INT（and／or　A，－movemet）
　　　　　　　　　　　↓
㈲　a。John　read［vP　what。bj［　tob」］］
b．John　read［vP　thatobj［　tob」］］
　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　EPP　for　INT
7．連鎖
　MIでは連鎖は発現（occurrences）の集合で
あるとしている。発現をそのsisterと解釈する
ならば、（44a）の2つのノb肋の発現は連鎖（44
b）の統語対象として表現される。
ω　a．John　was　killed　t」。hn
　　b．｛T一ろeleilled　j励，2，　leilled｝
しかしこの記述には、出現がX’範疇であり演算
に見える統語対象ではないという問題点があ
る。X’が演算に見えないという仮説自体を概念
的・経験的議論から破棄することも可能ではあ
るが、dbPでは発現をそのmotherであると再
解釈し、直接包含関係で定義する方向性を示唆
している。これには「～の発現」という概念を
非対称的にするという利点がある。従って（44
b）の連鎖は｛TP，　VP｝に置換される。
　さらにdbPでは、全ての操作を発現の観点か
ら表現する可能性を示唆している。ある主要部
Hの選択特性P（具体的にはEPP）が、ある発
現KのMergeによって満たされていると仮定
する。従来この操作は虚辞のMergeあるいは
Agrヒe／pied－pipingによって決まる範疇のmul－
tiple　Mergeであるとされた。しかしMoveを
操作Agree／Pied・pipe／Markとして再解釈す
るならば、実質的にmultiple　Mergeを破棄で
きる。即ちMarkはgoa1によってPied－pipeさ
れた範疇Kの発現HPの主要部としてHを同
定し、同定されたHは「発現リスト」の中に対
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